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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

ふ
る
い
先
行
き
が
見
え
な
い
中
、
保

護
者
・
学
校
関
係
者
の
皆
様
も
大
変

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
特
に
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
前
回
の
高
Ｐ
連
だ
よ
り
で
も
お
伝

え
し
た
よ
う
に
香
川
県
高
Ｐ
連
も
、

県
を
ま
た
ぐ
移
動
を
含
む
ほ
と
ん
ど

の
行
事
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
り
、

会
議
も
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
中
で

の
開
催
や
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
通
し
た
リ

モ
ー
ト
で
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
Ｐ
連
と
し
て
少
し
で
も
学
校
現

場
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
必
要
な
も
の
を
検
討
し
た
結
果
、

非
接
触
型
の
『
赤
外
線
体
温
計
』
を

全
校
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
昨
年
の
11
月
、
広
島
県
に
て
中

国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
次
年
度
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
徳
島
県
で
の
中
四
国
大
会
、
ま

た
島
根
県
で
開
催
予
定
の
全
国
大
会

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
担
当

さ
れ
る
県
の
方
々
も
大
変
ご
苦
労
さ

れ
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
お
り
、
中

国
・
四
国
地
区
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

一
致
団
結
し
て
協
力
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
12
月
に
大
阪
市
で
予
定
さ
れ
て
い

た
全
国
高
Ｐ
連
会
長
・
事
務
局
長
連

絡
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
Ｗ
ｅ
ｂ

を
通
し
た
リ
モ
ー
ト
開
催
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
度
、
各
県
高
Ｐ

連
の
方
々
と
は
初
め
て
の
顔
合
わ
せ

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
環

境
下
で
、
ま
ず
キ
ッ
ク
オ
フ
出
来
た

こ
と
は
非
常
に
意
味
が
あ
り
、
各
県

の
現
状
へ
の
取
り
組
み
方
も
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
高
Ｐ
連

前
会
長
の
泉
氏
が
全
国
高
Ｐ
連
の
会

長
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
初

め
て
の
場
と
な
り
、
こ
う
い
っ
た
環

境
下
だ
か
ら
こ
そ
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
考
え
る
時
で
あ
る
と

い
っ
た
提
起
は
、
本
当
に
考
え
さ
せ

ら
れ
る
言
葉
で
し
た
。
今
後
も
泉
全

国
高
Ｐ
連
会
長
の
思
い
を
共
有
し
支

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
首
都
圏
を
中
心
に
緊
急
事
態
宣
言

が
再
発
出
さ
れ
、
収
束
の
兆
し
は
ま

だ
見
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
明

け
な
い
夜
は
な
い
こ
と
を
信
じ
て
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
日
が
来
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
香
川
県
高
Ｐ
連
と
し
て
も
子
ど
も

た
ち
が
少
し
で
も
幸
せ
に
な
れ
る
よ

う
に
常
に
寄
り
添
う
存
在
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

会長よりひと言

香
川
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

ち
　き
り
　や

こ
う
い
ち
ろ
う

会 

長

　

 

千
切
谷 

　耕
一
郎

各校PTAへ『皮膚赤外線体温計』を寄贈 （令和２年10月）

　コロナ禍の影響により、今年度の高Ｐ連研修行事
の全てが中止または延期となりました。当連合会と
しては、今年度の高Ｐ連会計の事業費を各校に還元
いたしたく、新型コロナウイルス感染予防対策にご
活用いただけるよう『皮膚赤外線体温計』を購入し、
各校へ配付しました。
　このことについては、書面による臨時理事会を開
催し、補正予算について承認いただきました。なお、
ご承知のとおり、書面での連絡にて臨時総会の書面
協議に代えさせていただき、執行いたしました。
　ご理解ご協力を賜り、ありがとうございました。

会長よりひと言
PTA活動紹介
　高松南高校、丸亀城西高校
令和３年度第３回香川県高Ｐ連研修会
令和３年度主要行事予定案

……………………………………………1
……………………………………………2

…………………3
………………………………3

………………………………3

………………………………4
………………………4

PTA NEWS
全国規模の大会で優秀な成果を収めた
　生徒の表彰
高校生総合保障制度
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高P連よりご案内 2021年度高校生総合保障制度募集について

ご加入手続きのご案内

パンフレット配布スケジュール
在校生は、終業式または始業式など、
新入学生は、合格説明会などで配布されます。

第一次募集締切 2021年3月31日（水）

補償（保険）期間 2021年4月1日（木）より1年間

【更新について】本制度は1年ごとの自動更新となり、毎年更新
案内にてお知らせしております。また加入者数による団体割引
等を適用しておりますので、加入者数の増減や保険金支払実績
等に応じて割引率が変更となり、 補償金額（保険金額）・掛金（保
険料）が変更となる場合がございます。変更後の補償金額（保険
金額）・掛金（保険料）は更新案内にてご案内いたします。

　県高Ｐ連が推薦している当保障制度は、24時間のケガ・病気の補償はもとよ
り、期せずして高校生が自転車事故などの加害者となってしまった場合の賠償
金も補償されます。自転車事故や扶養者の不慮の事故などで直近３年間では数
千万円の保険金の支払いがあり、当保障制度により子どもたちやご家族の経済
的・精神的負担を和らげることができていると思っています。是非ともこの機
会にご加入をご検討いただけますようお願い申し上げます。

（2021年度２月現在の内容です）

（保護者向け　薬物乱用防止パンフレットより）

香川県高等学校PTA連合会推薦 高 校 生 総 合 保 障 制 度

（令和２年２月１日～令和３年１月31日現在）

お め で と う ご ざ い ま す ！

一般財団法人香川県高等学校教育振興会　公益目的事業（助成事業）

最優秀賞 高松工芸高校
３年　三木ちひろさん

〈2020年全国地域安全運動ポスター
　【安心なインターネット社会の実現部門】〉

最優秀賞 高松工芸高校
３年　造田　知余さん

〈2020年全国地域安全運動ポスター
　【子供・女性の犯罪被害防止部門】〉

文部科学大臣・総務大臣賞 高松工芸高校
３年　岡部　珠緒さん

〈第72回令和２年度明るい選挙啓発ポスターコンクール〉

薬物乱用を始める子どもたちに共通するいくつかの特徴があ
ります。
薬物乱用を防止するためには、以下の初期のサインに気づく
ことが重要です。

　薬物を使う友人がいる、友人から薬物を誘われた経験がある、
友人だけでの飲酒経験がある、家族からタバコをすすめられた
経験がある。

P T A  N E W S

〈制度に関するお問合わせ先　取扱代理店〉

㈲アワード
　高松市出作町305-２　TEL.087-888-6131

TMG（トータルマネジメントグループ）
　高松市円座町510-5　101　TEL.087-813-5808

㈱アイネクスト
　高松市木太町1130-3　アイネクストビル2F
　TEL.087-861-1177

S-210356（2022.3）

〈制度引受保険会社〉

高松支店

香川県高松市磨屋町8-1
あなぶき磨屋町ビル4F

TEL.087-851-0196

※卒業まで自動更新

この封筒
が目印で

す!

全国高Ｐ連より
薬物乱用から子どもたちを守る家庭の役割について

発見するには発見するには早期に

周囲からの影響

　学校生活が楽しくない、親しく遊べる友人がいない、相談事
のできる友人がいない、親に相談しない（できない）、家族と
の夕食頻度が低い、大人不在で過ごす時間が長い。

コミュニケーション不足

　生活リズムの乱れ（夜更かし、寝坊など）、食生活の乱れ
（朝食の欠食など）、飲酒、喫煙、無断外泊、万引き、いじ
め・暴力、補導経験、過食や拒食など食行動の異常、リスト
カットなどの自傷行為。

逸脱行動

　子どもたちの周囲には、誘惑に満ちた世界が広がってい
ます。ふだんから薬物乱用だけでなく、様々な逸脱行動の
リスクを想定して、そのような行動をとりにくい家庭環境
をつくることが大切です。保護者、家族としてどのような
ことを心がければよいか、いくつか挙げてみました。

家族の役割家族の役割子どもが薬物に対して
NO！といえるようにするための

❶　あなた自身が模範となり、例となる
❷　子どもの人格を尊重し、敬意をもって接する
❸　家族同士のコミュニケーションを活発にする
❹　地域や学校と連携した活動に取り組む

逸脱行動の誘惑に強い家庭を作る

　子どもが後ろめたい気持ちを持ちながら勇気を持って告
白した時こそ、家族が支え合い助け合って困難を乗り越え
る時です。
❶　子どもを責めたり、しかりつけたりしない
❷　自分で抱え込まずに専門機関に相談する

薬物乱用が分かったら

　もし子どもの薬物乱用が疑われても、薬物依存症のよう
な深刻な状態がはっきり現れない段階では、多くの保護者
や家族は無意識にその問題と向き合うことを避けようとし
ます。しかし、薬物乱用を見逃すことは子どもの心身や人
生に禍根を残すことになりかねません。
❶　サインを見逃さない
❷　事実をもみ消さない
❸　事実を確かめる勇気をもつ

子どもの薬物乱用が疑われるとき

　どのような誘惑に対しても子ども自身がNo！と言える
強い意思を持つことが基本です。そのような自分を大切に
する子どもが育つために親は何ができるのでしょうか。
❶　親は子どもの最強の味方、援助者と気づかせる
❷　親の基本的な考えと覚悟を伝える
❸　親自身が勉強して薬物に対する正しい知識をもつ

NO！と言える子どもに育てる


